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藤
原
基
経
と
詩
人
た
ち

は
じ
め
に

（
１
）

後
藤
昭
雄
は
、
藤
原
北
家
嫡
流
、
所
謂
摂
関
家
の
、
良
房

。
良
相

・
基

経

・
時
平

。
実
頼
ら
が
詩
文
を
制
作
し
た
実
態
、
詩
作
の
場
を
提
供
し
た
事

実
を
考
証
し
、
「上
層
貴
族
も
詩
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
平

安
朝
漢
詩
文
の
世
界
は
幅
広
い
人
々
の
参
加
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
漢
詩
文
が
摂
関
家
嫡
流
に
お
い
て
も
重
要

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。

そ
の
中
で
藤
原
基
経
に
つ
い
て
は
、
島
田
忠
臣
と
の

「
唱
酬
」
の
存
在
、

そ
の
詩
作
が

「他
律
的
詠
作
で
は
な
く
」
「詠
懐
の
表
現
手
段
」
で
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
場
の
提
供
者
と
し
て
の
側
面
に
は
触
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
当
時
の
詩
文
集
を
閲
す
る
に
、
基
経
は
自
邸
で
多
く
の
文
事

を
開
い
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
後
藤
の
膜
尾
に
付
し
て
、
基
経
が
主
催
し
た

場
に
つ
い
て
考
察
し
、
基
経
と
詩
人
た
ち
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

滝

幸

司

一

、

資
料
に
見
え
る
基
経
邸
で
の
文
事
を
時
代
順
に
掲
出
し
、
概
観
す
る
。

○
貞
観
十
六
年
正
月
二
十
二
日
　
東
斎
に
て
東
風
粧
梅
の
詩
を
賦
せ
し
む

翁
菅
家
文
草
』
巻

一
。
６７

「
早
春
陪
右
丞
相
東
斎
同
賦
東
風
粧
梅
各
分

一
字
探
得
迎
字
」
、
６８

「書
斎
雨
日
独
対
梅
花
し

６７
詩
が
基
経
邸
詩
会
で
の
作
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
成
立
年
次
に
つ
い
て
は
、

６８
詩
の

「今
年
の
内
宴
勅
有
り
て
、
春
雪
早
梅
に
映
ず
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
。

内
宴
の
後
朝
、
右
丞
相
詩
客
五
六
人
を
招
き
、
東
風
梅
を
粧
ふ
と
い
ふ
こ
と

を
賦
せ
し
む
」
と
い
う
自
注
、
及
び
結
句

「兵
部
侍
郎
す
ら
興
猶
ほ
催
す
」

が
参
考
に
な
る
。
道
真
は
貞
観
十
六
正
月
十
五
日
任
兵
部
少
輔
、
二
月
二
十

九
日
任
民
部
少
輔

（『
公
卿
補
任
し

で
、
兵
部
少
輔
時
代
は
貞
観
十
六
年
の

僅
か
な
期
間
で
あ
る
。
貞
観
十
六
年
の
内
宴
は
正
月
二
十

一
日
に
開
か
れ
て

お
り

（『
日
本
三
代
実
録
』
同
日
条
。
但
し
詩
題
明
記
さ
れ
ず
）、
自
注
に
よ

れ
ば
基
経
邸
詩
会
は
そ
の
後
朝
開
催
な
の
で
、
期
日
は
貞
観
十
六
年
正
月
二



十
一
百

と
な
る
。

○
元
慶
七
年
春

（か
）

客
亭
に
て
、
道
真
賦
詩

翁
菅
家
文
草
』
巻
二

。
１０１

「春
日
於
相
国
客
亭
見
鴎
鳥
戯
前
池
有
感
賦

詩
し

９８
詩
題
注
の

「
元
慶
六
年
夏
」
や
、
１００
詩
に
い
う
加
賀
権
守
就
任
が
元
慶

七
年
正
月
十

一
日

（『
公
卿
補
任
し

で
あ
る
こ
と
な
ど

『
菅
家
文
草
』
の
前

後
の
排
列
か
ら
、
元
慶
七
年
頃
と
推
測
さ
れ
る
。
「相
国
」
は
太
政
大
臣
で
、

元
慶
四
年
十
二
月
四
日

（『
公
卿
補
任
し

以
後
藤
原
基
経
で
あ
る
。
詩
題
か

ら
は
詩
会
が
開
か
れ
た
か
は
明
確
で
な
い
。
何
ら
か
の
事
情
で
基
経
邸
を
訪

ね
た
道
真
が
即
興

で
詠
ん
だ
か
。
こ
の
頃
道
真

は
、
８７

「博
士
難
」
、
９８

「有
所
思
」
な
ど
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
誹
謗
中
傷
さ
れ
て
い
た
時
期
で
も

あ
る
。

○
元
慶
八
年

（か
）

東
廊
に
て
孝
経
を
講
じ
畢
る
。
寛
宴
賦
詩

翁
菅
家
文
草
』
巻
二

。
１４６

「相
国
東
廊
講
孝
経
畢
各
分

一
字
得
忠
順
弗

失
而
事
其
上
し

‐４７
詩
題
注
に

「八
年
十
二
月
廿
五
日
」
と
あ
る
こ
と
な
ど

『菅
家
文
草
』

の
排
列
か
ら
元
慶
八
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
詩
題
に
よ
れ
ば
、
基
経
邸
で
の

孝
経
講
書
終
了
後
詩
会
が
開
か
れ
た
ら
し
い
。

○
仁
和
元
年
二
月
二
十
五
日
　
文
亭
に
て
初
め
て
世
説
新
語
講
書
、
賦
詩

翁
菅
家
文
草
』
巻
二

。
１４９

「相
府
文
亭
始
読
世
説
新
書
柳
命
春
酒
同
賦

雨
洗
杏
壇
花
応
教
し

「相
府
」
は
太
政
大
臣
藤
原
基
経
。
こ
れ
も
講
書
に
関
わ
る
詩
会
で
あ
る
。

な
お
こ
の
講
書
に
つ
い
て
は
、
次
の
記
録
も
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。

‥
此
の
道
成
朝
臣
、
伝

へ
聞
く
、
故
清
慎
公

（実
頼
）
天
暦
十

一
年
御

読
経
の
次
、
諸
道
論
義
を
召
す
。
其
の
日
紀
伝

。
医
道
同
じ
く
参
候
す

と
云
々
。
実
否
を
聞
か
ん
が
為
に
、
右
府

（実
資
）
辺
に
案
内
せ
し
む
。

御
報
に
云
は
く
、
天
暦
十

一
年
二
月
廿
五
日
、
清
慎
公
、
今
日
博
士
に

大
内
記
後
生
朝
臣
を
為
し
、
始
め
て
世
説
を
読
ま
し
む
。
尚
復
四
人
、

文
章
生
藤
雅
材
、
学
生
同
公
方
、
同
如
丘
、
小
野
時
遇
等
也
。
巳
の
剋

始
め
て
読
ま
し
む
。
講
筵
に
預
る
者
云
々
。
祖
父
堀
川
太
政
殿
下

（基

経
）
、
博
士
右
大
弁
佐
世
朝
臣
に
読
ま
し
む
る
也
。
世
堀
川
院
に
東
廊

設
く
と
称
す
。
後
生
朝
臣
は
、
佐
世
朝
臣
の
孫
也
。
堀
川
院
始
め
て
読

ま
る
る
日
、
二
月
廿
五
日
な
り
と
云
々
。
自
然
の
感
、
尤
も
此
の
時
有

る
耳
。
作
文
有
り
。
題
に
云
は
く
、
春
日
左
相
府
閤
亭
に
於
て
世
説
を

講
ず
る
を
聴
き
て
、
同
じ
く
花
気
酒
中
に
新
し
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
と

云
々

〈
已
上
清
慎
公
御
記
〉
。
　

　

翁
左
経
記
』
長
元
八
年
五
月
二
日
）

こ
こ
に
記
さ
れ
る
講
書
が
、
『
菅
家
文
草
』
に
見
え
る
世
説
講
書
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
講
師
は
藤
原
佐
世
で
あ
る
。

○
仁
和
二
年
　
東
閤
に
て
、
道
真
の
餞
宴

翁
菅
家
文
草
』
巻
二

・
１８６

「相
国
東
閤
餞
席

〈探
得
花
字
と
）

「相
国
」
は
太
政
大
臣
藤
原
基
経
。
道
真
は
仁
和
二
年
正
月
十
六
日
に
任

讃
岐
守

（『
日
本
三
代
実
録
し
。
そ
の
赴
任
に
際
し
て
の
餞
別
宴
で
あ
る
。

○
仁
和
三
年
頃

（か
）

東
庭
の
小
池
の
紫
藤
が
初
め
て
花
を
開
く
。
置
酒
、

詩
会合
田
氏
家
集
』
巻
下

。
１３‐

「大
相
府
東
庭
貯
水
成
小
池
小
池
種

一
紫
藤

至
於
今
春
始
発
花
房
酌
於
花
下
翫
以
賦
之
応
教
し



「
大
相
府
」
は
太
政
大
臣
藤
原
基
経
。
こ
の
詩
の
前
に
１２８

「
元
慶
七
年
冬

美
濃
大
雪
以
詩
記
之
」
、
１２９

「
府
城
雪
後
作
」
と
美
濃
で
の
作
が
排
列
さ
れ

る
。
忠
臣
は
元
慶
七
年
正
月
に
美
濃
介
に
任
じ
ら
れ
、
仁
和
三
年
に
は
任
期

を
終
え
て
帰
京
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
そ
の
頃
の
作
か
。

〇
年
次
未
詳
　
基
経
邸
東
閤
に
小
侯
が
孝
経
を
学
ぶ
の
を
聴
い
て
、
賦
詩

翁
扶
桑
集
』
巻
九

・
８０

「
陪
相
国
東
閤
聴
諸
小
侯
衆
学
孝
経
」
紀
長
谷

雄
）

紀
長
谷
雄
の
活
躍
時
期
か
ら
し
て

「相
国
」
は
藤
原
基
経
で
あ
ろ
う
。
こ

の
詩
序
、
末
尾
を
欠
く
。
「小
侯
」
は
基
経
の
子
弟
を
い
う
。
「
紹
比
の
年
」

（
＝
歯
が
抜
け
替
わ
る
頃
の
子
供
）
で
あ
る
彼
ら
の
た
め
に
孝
経
が
講
ぜ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
詩
序
が
残
欠
で
あ
る
た
め
詳
細
は
不
明
だ
が
、
基
経
の
子

弟
が
学
ぶ
様
子
を
詩
に
賦
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
基
経
邸
文
事
の
頻
繁
な
開
催
が
知
ら
れ
る
。
道
真
に
関
わ
る
例
が

多
い
が
、
『
菅
家
文
草
』
と
い
う
恵
ま
れ
た
資
料
が
残
存
す
る
こ
と
に
よ
る

と
思
わ
れ
る
。
資
料
か
ら
も
道
真
以
外
の
参
加
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
存
在
は
、
基
経
邸
で
か
な
り
の
文
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

証
す
で
あ
ろ
う
。

一

一
、

前
掲
資
料
中
に
、
基
経
邸
の

「
東
閤
」
で
行
わ
れ
た
文
事
が
見
え
た
が
、

既
に
大
系
注
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
「東
閤
」
は
公
孫
弘
の
故
事
を

踏
ま
え
る
。
す
な
わ
ち
、
宰
相
と
な

っ
た
公
孫
弘
が
、
「東
閤
」
を
開
い
て

（
５
）

賢
人
を
呼
び
、
謀
議
に
参
与
さ
せ
た
故
事
で
あ
る
。
『菅
家
文
草
』
『
田
氏
家

集
』
に
は
、
他
に
も

「東
閤
」
に
お
け
る
文
事
が
散
見
す
る
が
、
多
く
は
基

経
邸
文
事
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

○
東
閤
孝
経
講
書
、
責
宴

翁
菅
家
文
草
』
巻
二

。
１４０

「傷
藤
進
士
呈
東
閤
諸
執
事
し

「
藤
進
士
」
を
悼
ん
で
東
閤
の
執
事
に
道
真
が
送

っ
た
詩
だ
が
、
結
句
に

「東
閤
孝
経
寛
宴
、
進
士
母
に
事
ふ
る
詩
あ
り
」
と
の
自
注
が
存
す
る
。
党

宴
が
あ
る
以
上
先
に
講
書
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
孝
経
講
書
は
、
基
経
邸

に
お
い
て
既
に
確
認
で
き
た
。
こ
れ
も
基
経
邸
文
事
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
な
お
１４０
詩
、
頸
聯
で

「秋
声
父
を
喪
ひ
て
哭
せ
し
に
校
べ
ず
、
猶
勝
る

暁
涙
児
を
夢
み
て
悲
し
ぶ
に
」
と
亡
父

（是
善
）
。
亡
息

（阿
満
）
を
詠
む
。

是
善
の
死
は
元
慶
四
年
八
月
三
十
日

（『
日
本
三
代
実
録
し
、
阿
満
の
死
と

そ
の
夢
は

「夢
阿
満
」
「
菅
家
文
草
』
巻
二

。
１１７
）
に
詠
ま
れ
る
が
、
排
列

か
ら
元
慶
七
年
作
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
１４０
詩
自
身
は
そ
れ
以
後
の
作
で
、

自
注
に
見
え
る
孝
経
寛
宴
は
さ
ら
に
遡
る
時
期
と
な
る
。

○
東
閤
に
て
詩
会

（？
）

翁
菅
家
文
草
』
巻
五

。
３５７

「
左
金
吾
相
公
於
宣
風
坊
臨
水
亭
餞
別
奥
州

刺
史
同
賦
親
字

〈古
調
十
四
韻
と
）

「左
金
吾
相
公
」
（左
衛
門
督
）
は
藤
原
時
平
で
、
寛
平
四
年
二
月
二
十
二

日
任
。
翌
五
年
二
月
十
六
日
に
任
中
納
言
で
離
任
し
た
ら
し
い

（『
公
卿
補

任
し
。
こ
の
詩
も
そ
の
間
の
成
立
と
な
る
。
「
奥
州
刺
史
」
は
藤
原
佐
世

で

あ
る
。
詩
中
に
時
平
の
言
葉
と
し
て

「東
閤
昔
年
相
遇
ひ
し
意
、
東
山
今
日

独
り
行
く
身
」
と
あ
り
、
「
東
閤
」
で
時
平
は
佐
世
と
会

っ
た
と
い
う
。
や

は
り
時
平
の
父
基
経
の
東
閤
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
世
説
講
書



に
お
い
て
佐
世
は
講
師
で
あ

っ
た
。
時
平
も
そ
う
し
た
講
書
、
あ
る
い
は
頻

繁
に
開
か
れ
た
詩
会
で
同
席
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

○
寛
平
二
年
春

（か
）
「
田
氏
家
集
』
巻
下

。
１４９

「
賦
雨
中
桜
花

〈春
字
と
）

「春
字
」
と
の
注
か
ら
探
韻
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
詩
会
で
の
作
で
あ
ろ

う
。
尾
聯
に

「東
閣
に
年
を
経
て
老
樹
と
為
る
」
と
東
閣

（東
閤
）
の
桜
を

詠
む
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
詩
会
は
東
閤
、
す
な
わ
ち
基
経
邸
で
開
か
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
自
注
に

「
祗
に
東
閣
に
陪
す
る
こ
と
二
十
年
」
と
記
す

の
は
、
桜
に
忠
臣
自
身
を
喩
え
て
い
よ
う
一掟
。
な
お
、
１４５

「春
風
歌

〈
八
韻

成
篇
陪
寛
平
二
年
内
宴
応
制
作
と

が
寛
平
二
年
春
の
作
、
１５３

「傷
左
尚
書
」

が
寛
平
二
年
五
月
十
六
日
の
橘
広
相
の
死

（『
日
本
紀
略
り

に
際
し
て
の
作

で
あ
る
か
ら
、
間
に
あ
る
１４９
詩
は
、
寛
平
二
年
春
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
、
前
節
に
あ
げ
た
文
事
に
付
け
加
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一二
、

二
節
に
渉

っ
て
概
観
し
た
よ
う
に
、
基
経
は
積
極
的
に
詩
人
を
集
め
て
文

事
を
開
催
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
は
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
参
加
す
る
詩
人
及
び
そ
の
詩
の
内
容
か
ら
考
察
を
加
え
る
。

基
経
邸
文
事
に
参
集
し
た
詩
人
と
し
て
は
、
菅
原
道
真
、
紀
長
谷
雄
、
藤

原
佐
世
、
島
田
忠
臣
、
藤
進
士

（未
詳
）
、
時
平
を
含
め
基
経
の
子
息
た
ち

が
確
認
で
き
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
藤
原
佐
世
と
島
田
忠
臣
で
あ
ろ
う
。

藤
原
佐
世
は
、
既
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
（口
、
「藤
氏
儒
士
始
」
「
尊
卑
分

脈
）

で
基
経
の
侍
読
と
さ
れ
る

（「
一中
歴
』
巻
二

・
摂
関
侍
読
）
。
基
経

の
家
司
で
あ

っ
た
と
も
い
う

（『
江
談
抄
』
巻

一
。
３４
）
０
ま
た
、
仁
和
二
年

の
拡
事
で
は
、
讃
岐
守

へ
転
出
し
た
道
真
の
後
任
と
し
て
式
部
少
輔
に
任
じ

ら
れ
、
阿
衡
紛
議
に
お
い
て
橘
広
相
追
い
落
と
し
に

一
役
買
う
な
ど
、
基
経

の
近
習
で
あ

っ
た
。
な
お
、
基
経
莞
去
後
陸
奥
守
に
左
遷
さ
れ
て
お
卿
、
こ

の
点
か
ら
も
基
経
と
の
近
し
い
関
係
が
知
ら
れ
る
。

島
田
忠
臣
は
、
古
く
か
ら
基
経
に
近
侍
し
た
と
思
し
い
。
前
掲

「
賦
雨
中

桜
花
」
自
注
は
、
そ
れ
を
顕
著
に
示
す
で
あ
ろ
う
。
「余
多
く
大
相
国
の
恩

私
を
蒙
る
」
「
田
氏
家
集
』
巻
中

。
７４

「秋
日
遊
南
都
諸
寺
」
自
注
）
と
も

い
い
、
「
主
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る

（同
巻
中

。
１０７

「
元
慶
七
年
春
大
相
賜

文
馬
有
感
自
題

〈干
時
赴
任
美
濃
教
令
騎
去
と
）
。
基
経
と
忠
臣
の
関
係
に

つ
い
て
は
金
原
理
の
考
察
も
あ
兜
、
後
藤
が
い
う
よ
う
に
唱
和
も
あ
る
。
ま

た
、
基
経
は
忠
臣
に
採
詩
を
命
じ
た
こ
と
も
あ
る

（同
巻
中

・
８８

「
元
慶
五

年
冬
大
相
国
以
拙
詩
草
五
百
余
篇
始
屏
風
十
帖
働
題
長
句
謹
以
謝
上
し
。
な

お
、
忠
臣

の
弟
良
臣
は
基
経

の
近
習

で
あ
る

（『菅
家
文
草
』
巻
二

・
９８

「奉
和
兵
部
侍
郎
哭
舎
弟
大
夫
之
作
押
韻
し
。

忠
臣
に
は
基
経
邸
詩
会
で
の
作
も
残
る
。
詩
の
尾
聯
を
あ
げ
る
。

料
量
紫
茸
花
下
尽
　
料
量
す
紫
茸
花
の
下
に
尽
く
る
を

家
香
更
作
国
香
飛
　
家
香
は
更
に
国
香
と
作
り
て
飛
ば
ん

翁
田
氏
家
集
』
巻
下

。
１３‐
ａ

「大
相
府
東
庭
貯
水
成
小
池
小
池
種

一
紫

藤
至
於
今
春
始
発
花
房
酌
於
花
下
翫
以
賦
之
応
教
し

久
来
用
意
依
芳
蔭
　
久
来
意
を
用
ゐ
て
芳
蔭
に
依
る

不
向
人
間
趙
百
花
　
人
間
に
向
て
百
花
を
捨
は
ず
　
　
　
（同
前
１３‐
ｂ
）

ａ
詩
で
は
、
藤
と
い
う
藤
原
氏
の
香
が

「
国
香
」
（
＝
国
を
代
表
す
る
香
）



と
な
る
と
称
揚
し
、
ｂ
詩
で
は
、
そ
の
藤
の

「蔭
」
に
寄
り
、
他
の
花
を
探

し
は
し
な
い
と
、
藤
原
氏

へ
の
忠
誠
と
庇
護
下
に
い
る
自
分
を
詠
む
。
基
経

邸
で
の
詩
会
だ
か
ら
当
然
の
表
現
だ
と
の
見
解
も
あ
ろ
う
が
、
前
掲

「秋
日

遊
南
都
諸
寺
」
は
、
基
経
と
同
座
し
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の

「
恩
」

を
詠
む
。
忠
臣
の
姿
勢
は
、
基
経
の
面
前
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
忠
臣
と
基
経
は
、
近
習
と
主
と
い
う
関
係
で

一
貫
し
て
い
る
。

忠
臣
は
基
経
の
庇
護
を
願
う
立
場
に
い
た
の
で
あ
る
。

基
経
邸
文
事
で
多
く
の
資
料
を
残
す
菅
原
道
真
は
ど
う
か
。
道
真
は
、
佐

世
や
忠
臣
の
よ
う
な
基
経
と
の
主
従
関
係
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
道
真

が
基
経
邸
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
や
は
り
忠
臣
と
の
関
係
で

あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
佐
世
に
し
ろ
、
忠
臣
に
し
ろ
、
道
真
の
父
是
善
門
下

で
あ
り
、
是
善
と
基
経
の
関
係
が
あ

っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
裏

付
け
る
資
料
は
な
い
。
但
し
、
主
従
関
係
に
あ

っ
た
と
は
い
い
難
い
道
真
も
、

詩
の
表
現
は
忠
臣
に
通
じ
る
面
が
あ
る
。
貞
観
十
六
年
正
月
二
十
二
日
の
詩

会
で
は
、
次
の
よ
う
に
詩
を
結
ん
で
い
る
。

繁
華
太
早
千
般
色
　
繁
華
太
だ
早
し
千
般
の
色

号
令
猶
閑
五
日
程
　
号
令
猶
ほ
閑
な
り
五
日
の
程

好
是
銀
塩
多
結
薬
　
好
し
是
れ
銀
塩
多
く
薬
を
結
ぶ

応
縁
丞
相
欲
和
羹
　
応
に
丞
相
の
羹
を
和
せ
ん
と
す
る
に
縁
る
べ
し

翁
菅
家
文
草
』
巻

一
。
６７

「
早
春
陪
右
丞
相
東
斎
同
賦
東
風
粧
梅
各
分

一
字
探
得
迎
字
し

多
く
の
花
が
早
く
も
様
々
な
色
に
咲
き
、
「
号
令
」
（
＝
風
）
が

「
五
日
の

程
」
は
静
か
だ
と
い
う
。
「
儒
者
太
平
の
瑞
応
を
論
ず
る
に
、
…
五
日
に

一

た
び
風
ふ
き
、
風
条
を
鳴
ら
さ
ず
と
皆
言
ふ
」
「
論
衡
』
是
応
）
に
基
づ
き
、

風
が
五
日
に

一
度
吹
き
枝
を
鳴
ら
さ
な
い
状
況
を

「閑
」
と
表
現
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
天
下
太
平
を
い
う
。
そ
し
て

「銀
塩
」
の
よ
う
な
白
梅

が
花
を
結
ぶ
の
は
、
「
丞
相
」
（
＝
基
経
）
が
羮
を
調
え
よ
う
と
し
て
い
る
か

ら
だ
と
詠
む
の
だ
が
、
「和
羹
」
は

「若
じ
和
羹
を
作
ら
ば
、
爾
は
惟
れ
塩

梅
」
「
尚
書
』
説
命
下
）
に
基
づ
き
、
天
子
を
輔
佐
す
る
こ
と
を
喩
え
る
。

従

っ
て
最
後
の
四
句
は
、
花
が
咲
き
乱
れ
風
が
五
日
に

一
度
吹
く
天
下
太
平

を
描
き
、
「
銀
塩
」
の
如
き
梅
が
花
を
結
ぶ
の
は
、
基
経
が
羮
を
整
え
よ
う

と

「
梅
」
を
用
い
る
、
す
な
わ
ち
天
子
の
良
き
輔
佐
で
あ
る
た
め
だ
と
詠
じ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
天
下
太
平
の
光
景
と
基
経
の
丞
相
と
し
て
の
立
場
を

讃
え
る
の
で
あ
る
。

春
日
於
相
国
客
亭
見
鴎
鳥
戯
前
池
有
感
賦
詩

人
知
鳥
意
鳥
知
人
　
人
は
鳥
の
意
を
知
り
鳥
は
人
を
知
る

莫
道
沙
鴎
素
性
馴
　
道
ふ
莫
か
れ
沙
鴎
素
よ
り
性
馴
れ
た
り
と

非
与
紫
鱗
争
楽
水
　
紫
鱗
と
争
ひ
て
水
を
楽
し
む
に
非
ず

将
欲
霜
翅
不
同
塵
　
将
に
霜
翅
の
塵
に
同
じ
く
せ
ざ
ら
ん
と
せ
ん
と
す

当
時
未
謂
浮
沈
定
　
当
時
未
だ
謂
は
ず
浮
沈
定
ま
れ
り
と

数
処
唯
無
去
就
頻
　
数
処
唯
だ
無
き
の
み
去
就
頻
り
な
る
こ
と

棲
息
若
容
三
四
日
　
棲
息
若
し
三
四
日
を
容
さ
ば

遂
生
何
必
入
懐
仁
　
遂
生
何
ぞ
必
し
も
入
り
て
仁
に
懐
か
ん

（
菅
家
文
草
』
巻
二

。
１０１
）

元
慶
七
年
春
頃
基
経
客
亭
で
の
作
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期

（
‐５
）

道
真
は
所
謂

「詩
人
無
用
論
」
に
囲
ま
れ
中
傷
さ
れ
て
い
た
。
道
真
に
と
っ



て
は
心
安
か
ら
ざ
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
詩
、
池
で
戯
れ
る
鴎
に
感
じ
て
詠

ん
だ
詩
だ
が
、
鴎
に
は
道
真
自
身
が
重
ね
ら
れ
て
い
よ
う
。

首
聯
で
、
鴎
は
人
の
心
を
知
る
と
詠
む
の
は
、
『
列
子
』
に
記
さ
れ
る
著

（
‐６
）

名
な
故
事
に
基
づ
く
。
第

一
句
の

「人
は
鳥
の
意
を
知
る
」
は
、
『
列
子
』

の
故
事
と
は
正
反
対
だ
が
、
鴎
＝
道
真
自
身
の
心
を
基
経
は
知

っ
て
い
る
だ

ろ
う
と
の
思
い
を
詠
ん
で
い
る
と
考
え
得
る
。
基
経
が
自
分
の
心
情
を
理
解

し
て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
、
基
経
邸
に
い
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
二
句

目
に
、
元
来
人
に
馴
れ
る
の
で
は
な
い
と
詠
む
の
は
、
鴎
が
こ
の
池
で
戯
れ

る
の
も
、
邸
の
主
人
基
経
の
心
を
知

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ

う
。
こ
こ
も
基
経
邸
に
来
た
道
真
の
心
情
を
重
ね
る
。

以
下
、
鴎
に
つ
い
て
、
頷
聯
で
は
、
池
の
水
を
楽
し
む
こ
と
を
魚
と
争

っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
塵
に
よ

っ
て
霜
の
よ
う
に
白
い
羽
を
汚
さ
な
い
た
め

に
池
に
い
る
の
だ
と
詠
む
が
、
「楽
水
」
が
、
『
論
語
』
え
也
篇
の

「知
者
は

水
を
楽
し
む
」
に
基
づ
く
こ
と
か
ら
も
、
私
は
知
者
で
あ
る
こ
と
を
争

っ
て

い
る
の
で
は
な
い
と
道
真
自
身
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
し
、
「
同
塵
」
が

『老

子
』
の

「
其
の
光
を
和
げ
、
其
の
塵
を
同
じ
く
す
」
に
よ
る
こ
と
か
ら
も
、

自
分
は
俗
世
間
に
交
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
だ
と
自
身
を
詠
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
。
同
様
に
頸
聯
で
、
鴎
が
浮
か
び
あ
る
い
は
沈
み
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
行
き
来
す
る
姿
を
詠
む
の
は
、
自
ら
の
浮
沈
や
去
就
が
い
ま
だ
定
ま
ら

な
い
状
況
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
鴎
に
我
が
身
を
重
ね
て
詠
じ
て
い
る
の
だ
が
、
俗
世
間
か
ら

逃
れ
る
こ
と
、
我
が
身
の
不
安
定
さ
が
主
た
る
内
容
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

不
安
を
基
経
に
訴
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「詩
人
無
用
論
」
に
囲
ま
れ
中

傷
を
受
け
て
い
た
頃
の
詩
作
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
基
経
に
庇
護
を

求
め
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

世
説
講
書
に
お
け
る
道
真
の
詩
も
存
す
る
。

相
府
文
亭
始
読
世
説
新
書
柳
命
春
酒
同
賦
雨
洗
杏
壇
花
応
教

学
者
誰
家
異
杏
壇
　
学
者
誰
が
家
ぞ
杏
壇
を
異
に
せ
ん

紅
花
好
是
雨
中
看
　
紅
花
好
是
じ
雨
中
に
看
る
に

功
能
欲
効
雲
先
潤
　
功
能
効
さ
ん
と
し
て
雲
先
づ
潤
ふ

雙
理
応
知
樹
不
寒
　
曼
理
応
に
知
る
べ
し
樹
寒
ら
ざ
る
を

唯
有
十
旬
相
長
養
　
唯
だ
十
旬
相
長
養
す
る
こ
と
有
る
と
も

豊
教
五
出
且
鎗
残
　
豊
に
五
出
を
し
て
且
た
鎗
残
せ
じ
め
ん
や

晩
来
春
酒
終
無
算
　
晩
来
春
酒
終
に
算
無
し

花
色
人
顔
酔

一
般
　
花
色
人
顔
酔
ふ
こ
と

一
般翁
菅
家
文
草
』
巻
二

。
１４９
）

こ
の
詩
、
詩
題
に
あ
る
よ
う
に
、
雨
に
濡
れ
る
花
を
詠
む
。
春
雨
の

「
功

能
」
「
雙
理
」
に
よ

っ
て
、
花
が
い
か
に
美
し
く
咲
く
か
を
い
い
、
春
酒
に

酔

っ
て
花
も
人
も
同
じ
く
赤
く
な

っ
て
い
る
様
子
で
結
ぶ
。
こ
の
詩
に
つ
い

て
は
、
今
浜
通
隆
が

「
春
雨
の
、
「
紅
花
」
に
対
す
る
素
晴
ら
し
く
有
り
難

い
働
き
を
作
者
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
勿
論
、　
一
方
で
、
春
雨
を
当
日
の

ご
主
人
で
あ
る
基
経
に
、
「
紅
花
」
を
作
者
自
身
に
比
喩
さ
せ
よ
う
と
し
た

か
ら
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
よ
り

一
段
の

「雨
露
之
恩
」
を
期
待
し
た
い

と
の
作
者
自
身
の
気
持
ち
を
そ
こ
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
か
ら
に
違
い
な
い

の
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
詩
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
道
真
も
忠
臣
と
同
様
に
基
経
を
讃
美
し
て



い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
忠
臣
同
様
、
基
経
の
面
前
だ
か
ら
称
揚
し
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

宮
門
雪
映
春
遊
後
　
宮
門
雪
は
映
ず
春
遊
の
後

相
府
風
粧
夜
飲
来
　
相
府
風
は
粧
ふ
夜
飲
来

〈今
年
内
宴
有
勅
、
賦
春
雪
映
早
梅
。
内
宴
後
朝
、
右
丞
相
招
詩
客

五
六
人
、
賦
東
風
粧
梅
。
余
雖
不
才
、
侍
此
両
宴
。
故
云
〉

〈今
年
内
宴
勅
有
り
て
、
春
雪
早
梅
に
映
ず
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
。

内
宴
後
朝
、
右
丞
相
詩
客
五
六
人
を
招
き
て
、
東
風
梅
を
粧
ふ
と

い
ふ
こ
と
を
賦
す
。
余
不
才
と
雖
も
、
此
の
両
宴
に
侍
る
。
故
に

云
ふ
〉
　

　

翁
菅
家
文
草
』
巻

一
。
６８

「書
斎
雨
日
独
対
梅
花
し

宮
中
内
宴
と
基
経
詩
会
を
対
に
し
て
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
の
詩
は
、
詩
題

に
明
ら
か
な
よ
う
に
独
詠
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
内
宴
と
基
経
邸
詩

会
を
対
に
し

「此
の
両
宴
に
侍
」

っ
た
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
独

（詠
で
あ
り
な
が
ら
、
内
宴
と
基
経
邸
詩
会
に
参
加
し
た
こ
と
を
同
列
に
詠
む

の
は
、
内
宴
に
比
す
べ
き
場
と
し
て
基
経
邸
詩
会
を
高
く
位
置
付
け
、
参
加

を
名
誉
に
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

基
経
を

「
主
」
と
詠
ず
る
忠
臣
程
で
は
な
い
が
、
道
真
も
基
経
を
讃
美
し
、

ま
た
基
経
に
庇
護
を
願
う
立
場
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

基
経
邸
文
事
で
の
作
品
を
概
観
し
た
が
、
基
経
を
讃
美
す
る
詩
、
あ
る
い

は
基
経
に
庇
護
を
求
め
る
詩
が
そ
の
大
半
で
あ
る
。
し
か
も
、
基
経
と
同
座

し
な
く
と
も
基
経

へ
の
恩
を
詠
む
詩
も
あ
り
、
詩
人
た
ち
は
、
基
経
の
庇
護

（
‐８
）

下
に
い
る
と
い
う
意
識
で
詩
を
賦
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

四

と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
資
料
を
見
る
限
り
、
基
経
邸
文
事
が
開
か
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
貞
観
十
六
年
が
最
初
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
基
経
の
右
大

臣
就
任
以
後
で
あ
る
。
基
経
自
身
の
詩
才
に
つ
い
て
は
後
藤
前
掲
論
文
に
指

摘
が
あ
る
が
、
資
料
的
な
制
約
が
あ
る
に
し
て
も
、
詩
文
に
対
す
る
興
味
だ

け
な
ら
、
も

っ
と
早
く
か
ら
文
事
が
見
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
大
臣
就
任
以
後

に
頻
繁
に
見
出
せ
る
の
は
、
何
か
理
由
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
臣
と

詩
人
と
い
う
視
点
か
ら
さ
ら
に
考
察
を
加
え
る
。

右
大
臣
藤
原
三
守
は
莞
伝
に

「
三
守
早
く
大
学
に
入
り
、
五
経
を
受
習
す
。

…
詩
人
を
招
引
し
、
杯
を
接

へ
席
を
促
す
」
と
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
大
臣
時

（
‐９
）

代
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
詩
人
を
招
い
た
こ
と
が
見
え
る
。

基
経
の
父
良
房
邸
で
は
、
次
の
よ
う
な
文
事
が
開
か
れ
て
い
る
。

○
仁
寿
元
年
二
月
十
日
　
右
大
臣
良
房
東
都
第
に
て
仁
明
天
皇
を
偲
び
賦

詩
歌

（『
日
本
文
徳
実
録
』
仁
寿
元
年
）

○
貞
観
六
年
二
月
二
十
五
日
　
清
和
天
皇
、
太
政
大
臣
良
房
東
京
染
殿
行

幸
、
桜
を
観
る
。
詩
宴

（『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
）

○
貞
観
八
年
間
二
月

一
日
　
清
和
天
皇
、
太
政
大
臣
良
房
染
殿
第

へ
行
幸
、

桜
を
観
る
。
詩
宴

（『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
）

こ
れ
ら
は
既
に
後
藤
昭
雄
に
指
摘
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
場
の
提
供
者
と
し

て
の
立
場
で
あ
る
が
、
基
経
と
比
較
す
れ
ば
、
恒
常
的
に
詩
会
を
開
い
た
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
天
皇
と
関
わ
る
も
の
で
、
必
ず
し
も

私
的
な
文
事
と
は
い
い
難
い
。
殊
に
貞
観
六

・
八
年
の
例
は
清
和
天
皇
の
行



幸
詩
宴
で
あ
り
、
良
房
が
場
を
提
供
し
て
い
る
と
は
い
え
、
主
催
者
は
清
和

で
あ
る
。
つ
ま
り
現
存
資
料
上
良
房
主
催
の
詩
会
は
、　
一
例
し
か
な
い
の
で

あ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
藤
原
良
相
で
あ
る
。
後
藤
に
指
摘
が
あ
る
が
、
良
相

は
頻
繁
に
詩
会
を
開
い
て
い
る
。
島
田
忠
臣
と
の
関
係
も
知
ら
れ
、
文
事
を

好
ん
だ
ら
し
い
。
良
相
は
莞
伝
に

「文
学
の
士
を
愛
好
し
、
大
学
中
貧
寒
の

生
を
択
び
、
時
に
綿
絹
を
賜
ふ
」
「
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
九
年
十
月
十
日

条
）
と
見
え
、
大
学
生
に
援
助
を
し
て
い
る
。
「
弱
冠
に
及
び
て
、
始
め
て

大
学
に
遊
ぶ
」
（同
前
）
と
、
大
学
出
身

で
あ
る
の
は
、
三
守
と
同
様
で
あ

る
。
「
晩
秋
陪
右
丞
相
開
府
賜
飲
。
干
時
美
作
献
白
鹿
。
働
命
賦
四
韻

〈同

勒
徴
興
升
鷹
と

（『
田
氏
家
集
』
巻
上

。
２２
）
は
、
美
作
国
が
自
鹿
を
献
上

し
た
際

に
詠
ま
れ
た
忠
臣

の
詩

で
あ
る
が
、
詩
題
に

「
晩
秋
」
、
詩
中

に

「
秋
曼
」
と
あ
り
、
秋
に
自
鹿
が
献
上
さ
れ
た
記
録
は
、
貞
観
四
年
九
月
二

十
七
日
に

「
美
作
国
白
鹿
を
献
ず
」
翁
日
本
三
代
実
録
し

と
見
え
、
同
年

の
右
大
臣
は
良
相
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
観
四
年
の
良
相
邸
で
の
宴
と
な

る
。
他
に
も
、
同
じ
く

『
田
氏
家
集
』
（巻
上

。
３７
）
に

「
於
右
丞
相
省
中

直
慮
読
史
記
党
。
詠
史
得
高
祖
、
応
教
」
の
作
が
あ
る
が
、
貞
観
三
～
六
年

（２‐
）

の
間
の
作
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
間
の
右
大
臣
は
良
相
で
あ
る
。
良
相
の
直
慮

で
史
記
が
講
書
さ
れ
、
そ
の
寛
宴
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は

『
田
氏
家
集
』
に
見
え
る
が
、
忠
臣
だ
け
で
は
な
く
他
の
詩
人
も

参
集
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
詩
会

・
講
書
は
基
経
も

行

っ
て
い
た
が
、
良
相
は
大
学
寮
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
基
経
に

は
見
出
し
得
な
い
詩
会
も
開
い
て
い
る
。

賦
冬
日
可
愛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橘
広
相

貞
観
の
初
、
大
階
平
に
し
て
、
宣
海
静
な
り
。
右
丞
相
客
館
を
開
き
、

以
て
英
才
を
延
く
。
枝
中
丞
を
し
て
毎
旬
試
み
る
に
文
章
筆
札
を
以
て

し
、
其
の
高
下
を
第
せ
し
め
、
随
ふ
に
賞
資
を
以
て
す
。
盛
ん
な
る
哉

洋
々
た
る
美
、
周
公
哺
を
吐
き
、
魏
帝
席
を
虚
し
う
す
と
雖
も
、
何
を

以
て
か
施
に
加
へ
ん
。
相
公
の
両
子
、
年
皆
成
童
な
り
。
風
度
清
格
、

文
藻
日
に
新
た
な
り
。
亦
預
り
て
学
士
の
列
に
在
り
。
自
余
の
数
子
、

各
詩
篇
有
り
。
故
に
具
に
名
姓
を
録
せ
ざ
る
な
り
。
十

一
月
中
旬
の
試
、

冬
日
愛
す
べ
し
と
い
ふ
こ
と
を
賦
し
得
た
り
。
請
ふ
格
律
を
共
に
し
文

を
成
さ
ん
と
云
ふ
こ
と
爾
り
。　
　
　
　
　
Ｃ
本
朝
文
粋
』
巻
八

・
２０３
）

（
２２
）

こ
の
詩
序
に
よ
れ
ば
貞
観
の
始
、
良
相
が

「客
館
」
を
開
い
て

「
英
才
」

を
招
き
、
毎
旬

「枝
中
丞
」
（大
江
音
人
）
に

「文
章
筆
札
」
を
試
み
さ
せ
、

そ
の

「高
下
」
を
判
定
し
て
賞
を
賜

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
良
相

莞
伝
に
い
う

「
時
に
学
生
の
能
文
の
者
を
喚
び
て
、
詩
を
賦
せ
じ
め
物
を
賓

ふ
こ
と
数
な
り
」
に
も
対
応
す
る
。
し
か
も
、
単
な
る
詩
会

。
講
書
と
は
異

な
り
、
「
試
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、　
一
種
の
勉
強
会
と
で
も
い
え
る
場

で
あ

る
。
さ
ら
に
序
文
に
よ
れ
ば
、
良
相
の
二
人
の
子
息
も
参
加
し
て
い
る
。
基

経
も
講
書
に
子
息
を
参
加
さ
せ
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
講
書
自
体
が
子
息
の

た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
る
に
良
相
の
旬
試
は
、
自
分
の
子

息
を
他
の
詩
人
と
同
列
に
扱

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
旬
試
の
存
在
は
、
良
相
主
催
文
事
の
高
い
専
門
性
を
推
測
さ
せ
る
。

先
に
指
摘
し
た
良
相
邸
詩
会
や
直
慮
史
記
克
宴
に
し
て
も
、
旬
試
を
行
う
ほ

ど
の
人
物
が
主
催
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
参
加
す
る
詩
人
と
し
て
も
研
鑽
の



場
と
い
う
意
識
を
持

っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
良
相
と
詩
人
た

ち
が
文
芸
に
よ

っ
て
結
び

つ
く
場
で
あ
る
と
判
断
す
る
に
は
慎
重
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
参
集
す
る
詩
人
の
意
識
に
は
、
基
経
邸
文
事
に
参
加
し
た
如

く
、
庇
護

・
恩
顧
を
願
う
意
思
が
な
か

っ
た
と
は
い
え
な
い
し
、
こ
の
旬
試

に
し
て
も
、
広
相
の
序
の

「
客
館
を
開
き
、
以
て
英
才
を
延
く
」
と
い
う
措

辞
は
、
明
ら
か
に
基
経
邸
文
事
と
同
様
公
孫
弘
東
閤
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
旬
試
の
存
在
が
物

語
る
よ
う
に
、
そ
の
専
門
性
の
高
さ
は
、
基
経
邸
文
事
以
上
で
あ

っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
良
相
主
催
文
事
に
は
詩
作
も
残
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

検
討
を
続
け
る
。

五
、

基
経
邸
文
事
で
の
作
品
は
、
基
経
を
讃
美
す
る
、
あ
る
い
は
基
経
に
庇
護

を
願
う
詩
が
多
く
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
良
相
邸
文
事
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
貞
観
四
年
晩
秋
、
美
作
国
が
自
鹿
を
献
上
し
た
際
の
良

相
邸
詩
会
で
、
島
田
忠
臣
は
次
の
よ
う
な
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

晩
秋
陪
右
丞
相
開
府
賜
飲
。
干
時
美
作
献
白
鹿
。
働
命
賦
四
韻

〈同

勒
徴
興
升
鷹
〉

金
方
銀
獣
色
相
働
　
金
方
銀
獣
色
相
働
り

待
得
秋
曼
至
有
徴
　
秋
曼
を
待
得

つ
に
至
り
て
徴
有
り

過
隙
白
駒
人
自
感
　
隙
を
過
ぐ
る
白
駒
人
自
ら
感
ず

度
関
疑
馬
吏
先
興
　
関
を
度
る
疑
馬
吏
先
づ
興
く

行
時
練
段
翻
三
尺
　
行
く
時
は
練
段
三
尺
を
翻
し

臥
処
霜
封
可
数
升
　
臥
す
処
は
霜
封
ず
る
こ
と
数
升
ば
か
り

労
苦
挟
斬
州
境
遠
　
労
苦
斬
を
挟
み
州
境
遠
し

来
呈
上
瑞
聖
君
鷹
　
来
呈
せ
る
上
瑞
聖
君
鷹
る
「
田
氏
家
集
』
巻
上

。
２２
）

「銀
獣
」
（
＝
白
鹿
）
と
い
う
瑞
兆
の
出
現
、
献
上
さ
れ
て
い
く
白
鹿
を
描

写
し
、
自
鹿
の
様
子
を
練
り
絹
や
霜
に
見
立
て
る
。
そ
し
て
尾
聯
で
は
、
道

中
苦
労
を
重
ね

つ
つ
遠
き
国
境
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
白
鹿
が
、
聖
天
子
の

「上
瑞
」
に
当
た
る
こ
と
を
い
う
。
瑞
兆
が
現
れ
る
ほ
ど
の
世
だ
と
讃
え
る

の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
良
相
邸
の
文
事
の
作
で
あ
り
な
が
ら
、
基
経
邸
文

事
で
あ
れ
ば
、
必
ず
詠
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
主
催
者

へ
の
賞
讃
が
見
え
な
い
の

で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

冬
日
可
愛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
忠
臣

厚
架
軽
装
不
足
言
　
厚
繁
軽
襄
言
ふ
に
足
ら
ず

可
憐
冬
景
好
当
軒
　
憐
れ
む
べ
し
冬
景
好
く
軒
に
当
る
を

壇
依
暖
熙
虫
応
出
　
壇
は
暖
咆
に
依
り
て
虫
応
に
出
づ
べ
じ

林
擬
春
晴
鳥
欲
暗
一　
林
は
春
晴
を
擬
し
て
鳥
喧
か
ん
と
す

不
愛
満
炉
紅
火
熾
　
愛
で
ず
満
炉
紅
火
熾
か
り
な
る
を

何
愁
綿
地
白
霜
繁
　
何
ぞ
愁

へ
ん
綿
地
白
霜
繁
き
を

生
逢
聖
運
垂
仁
日
　
生
れ
て
聖
運
仁
を
垂
る
る
日
に
逢
ひ

光
耀
多
添
徳
政
温
　
光
耀
多
く
添
ふ
徳
政
の
温
か
き
に

「
田
氏
家
集
』
巻
上

。
２８
）

先
に
注
目
し
た
旬
試
で
の
作
だ
が
、
冬
の
日
光
の
暖
か
さ
を
詠
じ

つ
つ
、

尾
聯
で
は

「
聖
」
天
子
の

「
仁
」
「
徳
政
」
を
称
揚
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ



で
も
場
の
主
催
者
で
あ
る
良
相
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
あ
げ
た
二
首
は
、
と
も
に
良
相
主
催
の
文
事
で
詠
ま
れ
た
詩
で
あ

る
。
そ
れ
が
双
方
と
も
に
場
の
主
催
者
に
触
れ
ず
、
天
子
の
恩
徳
を
詠
む
点

に
は
や
は
り
留
意
さ
れ
よ
う
。
少
な
く
と
も
基
経
邸
文
事
で
あ
れ
ば
、
主
催

者
の
基
経
の
恩
徳
が
詠
ま
れ
称
揚
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
白
鹿
献
上
は
瑞

兆
を
主
題
に
す
る
か
ら
、
天
子
が
称
揚
さ
れ
る
の
も
理
解
で
き
な
く
は
な
い

が
、
「冬
日
可
愛
」
は
天
子
を
称
揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
題
で
は
、
必

ず
し
も
な
い
。
こ
の
二
例
は
と
も
に
忠
臣
の
作
で
あ
る
。
あ
る
い
は
忠
臣
の

嗜
好
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
場
の
主
催
者
に
触
れ
な
い
の

は
異
例
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
忠
臣
自
身
基
経
邸
文
事
で
は
、
基
経
を
、
ま

た
藤
原
氏
を
称
揚
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
「冬
日
可
愛
」
な
ど
は
天
皇
主

催
の
宮
廷
詩
宴
で
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

旬
試
と
は
、
宮
廷
詩
宴
で
の
詠
作
を
学
習
す
る
場
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
辺
り
は
資
料
も
少
な
い
の
で
判
断
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
良
相

邸
文
事
は
、
基
経
邸
文
事
が
基
経
讃
美
に
傾
く
の
と
は
異
な
る
場
で
あ
る
と

い
え
よ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
良
相
は
旬
試
に
お
い
て
、
自
ら
の
子
息
を
も

「
預
り
て
学
士

の
列
に
在
」
ら
し
め
て
い
た
が
、
基
経
の
子
息
も
孝
経
の
講
書
を
受
け
て
い

た
。
し
か
し
、
良
相
の
子
が

「
学
士
」
と
同
列
に
い
た
の
に
対
し
、
基
経
の

子
は
、
い
ま
だ

「
酬
此
の
年
」
で
は
あ

っ
た
が
、
「
碩
学
に
命
じ
て
、
此
の

小
侯
に
授
け
し
む
」
（紀
長
谷
雄

「陪
相
国
東
閤
聴
諸
小
候
衆
学
孝
経
し

と

い
う
立
場
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
は
子
息
の
待
遇
の
差
異
が
明
白
に
表
れ
て
い

る
。
良
相
は
旬
試
を
受
け
る
学
士
と
同
列
に
子
息
を
扱

っ
た
の
に
対
し
、
基

経
は
子
息
の
た
め
に

「碩
学
」
を
喚
び
孝
経
を
講
書
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

「陪
相
国
東
閤
聴
諸
小
侯
衆
学
孝
経
」
と
い
う
題
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
場
に

参
集
し
た
詩
人
は
講
書
に
陪
席
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
孝
経
講
書
は
基
経
の
子
息
の
た
め
に
開
か
れ
た
場
で
あ
っ
て
、
講
師
に
し

て
も
陪
席
し
た
詩
人
に
し
て
も
、
基
経
及
び
そ
の
子
息
に
奉
仕
す
る
た
め
に

参
集
さ
せ
ら
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
良
相
と
基
経
の
文
事

の
最
大
の
相
違
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
基
経
邸
文
事
は
、
貞
観
十
六
年
右
大
臣
時
代
か
ら
見

え
る
。
良
相
は
大
学
寮
出
身
で
あ
る
か
ら
文
事
を
開
く
の
も
不
審
で
は
な
い

が
、
基
経
は
違
う
。
詩
才
は
あ
っ
た
が
、
文
事
を
頻
繁
に
開
く
の
は
右
大
臣

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
、
元
慶

・
仁
和
と
い
う
、
摂
政

。
関
白
に
就

い
た
時
期
に
多
く
見
出
せ
る
の
は
、
摂
関
と
い
う
地
位
と
文
事
の
密
接
な
結

び
つ
き
を
示
し
て
も
い
よ
う
。
基
経
邸
文
事
は
、
単
に
好
学

・
好
文
に
よ
っ

て
開
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
摂
関
と
い
う
地
位
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

摂
関
で
あ
る
基
経
を
頂
点
に
置
き
参
加
し
た
詩
人
た
ち
は
基
経
を
讃
美
す

る
。
ま
た
、
基
経
の
命
に
応
え
て
子
息
へ
の
講
書
な
ど
の
奉
仕
を
行
う
。
そ

こ
に
は
、
基
経
を
頂
点
に
置
く
世
界
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
天
皇
が
行
う
宮
廷
詩
宴
で
あ
る
。

宮
廷
詩
宴
は
、
天
皇
を
頂
点
と
し
た
場
で
、
そ
の
秩
序
を
詩
文
に
よ
る
称
揚

に
よ
っ
て
維
持
す
る
機
能
が
あ
る
の
だ
が
、
同
様
に
、
基
経
邸
文
事
も
基
経

を
頂
点
に
置
い
た
秩
序
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
前

掲
し
た
道
真
詩

（６８

「書
斎
雨
日
独
対
梅
花
し

で
、
宮
中
内
宴
と
基
経
邸



詩
会
が
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
思
わ
れ

２
つ
。そ

し
て
こ
の
よ
う
な
文
事
が
人
臣
最
初
の
摂
政
で
あ
る
良
房
に
は
ほ
ぼ
見

出
せ
な
い
こ
と
は
、
基
経
の
創
出
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

基
経
邸
文
事
の
参
加
者
は
近
習
が
中
心
で
あ

っ
た
。
詩
人
以
外
に
ど
れ
ほ

ど
の
人
々
が
参
加
し
た
か
は
不
分
明
だ
が
、
参
集
す
る
詩
人
が
近
習
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
外
の
参
加
者
も
近
習
で
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。

従

っ
て
基
経
邸
文
事
は
、
基
経
に
近
侍
す
る
人
々
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る
場

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
基
経
は
、
自
ら
を
主
と
し
奉
仕
す
る
官
人
達
が

参
集
す
る
極
め
て
政
治
的
な
場
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
。
基
経
邸
文
事
の
存
在
は
、
そ
の
場
の
形
成
に
、
漢
詩
文
が
寄
与
し

て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
宮
廷
詩
宴
は
、
天
皇
を
讃
美
す
る
詩
が
詠
ま
れ
る

こ
と
で
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
社
会
の
秩
序
を
認
識
さ
せ
君
臣
の
紐
帯
を
再

確
認
さ
せ
る
機
能
を
持

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
同
様
な
場
と
し
て
、
基
経
は

文
事
を
自
邸
で
開
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
基
経
を
讃
美
す
る
詩
を
詠
み
、

講
書
を
行
う
こ
と
で
、
詩
人
た
ち
は
基
経
に
奉
仕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ユ（
、

基
経
邸
文
事
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
そ
の
参
加
者
は
、
基
経
に

と

っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

基
経
か
ら
見
れ
ば
、
佐
世

・
忠
臣

。
道
真
ら
は
同
列
の
存
在
で
は
な
い
。

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
基
経
を
称
揚
し
、
ま
た
基
経
に
庇
護
を
願
う
が
、
例
え
ば

忠
臣
は
古
く
か
ら
近
侍
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
官
界
に
お
い
て
重
要
な
地

位
を
得
た
と
は
い
え
ま
い
。
ま
た
、
道
真
に
つ
い
て
も
、
道
真
の
讃
岐
赴
任

が
決
定
し
た
後
の
内
宴
で
、
基
経
は

「
明
朝
の
風
景
何
人
に
属
け
ん
」
と
道

真
に
詠
じ
、
道
真
を
い
た
く
感
動
さ
せ
て
い
る

（『菅
家
文
草
』
巻
三

。
１８４

詩
題
）
が
、
前
述
し
た
通
り
、
道
真
の
後
任
と
し
て
式
部
少
輔
に
佐
世
が
任

じ
ら
れ
て
お
り
、
道
真
を
慰
め
る
よ
う
な
言
葉
を
掛
け
た
と
は
い
え
、
そ
の

配
慮
は
道
真
の
政
治
的
立
場
に
ま
で
は
及
ば
な
い
。

佐
世
は
藤
氏
儒
者

。
家
司
と
い
う
立
場
が
あ
る
た
め
か
、
忠
臣

。
道
真
と

は
異
な
る
位
置
を
占
め
て
い
る
。
詩
人
か
ら
す
れ
ば
、
基
経
邸
に
参
集
し
講

書
を
行
い
詩
を
賦
し
な
が
ら
庇
護
を
願
う
が
、
基
経
の
側
か
ら
す
れ
ば
、　
一

定
の
配
慮
は
あ
る
も
の
の
、
実
際
に
誰
を
昇
進
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
自
ら

の
政
権
構
想
に
取
り
込
む
か
は
、
基
経
の
選
択
で
し
か
な
い
。

道
真
の
後
任
に
佐
世
を
選
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
基
経
に
と

っ
て
は
道

真
は
儒
者

・
詩
人
で
は
あ

っ
て
も
そ
れ
以
上
の
存
在
で
は
な
か

っ
た
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
讃
岐
赴
任
に
際
し
道
真
を
感
動
さ
せ
る
言
葉
を

掛
け
た
と
し
て
も
、
佐
世
に
対
す
る
扱
い
と
は
自
ず
か
ら
異
な
る
。
基
経
に

し
て
も
、
い
く
ら
庇
護
を
求
め
ら
れ
て
も
、
す
べ
て
に
応
じ
る
必
要
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
藤
原
克
己
が

「
基
経
は
、
道
真
に
と
く
に
目
を
か
け
て
い
た
よ

う
で
す
」
と
い
う
の
も
、
あ
く
ま
で
詩
人

・
儒
者
と
し
て
の
道
真
で
あ

っ
て
、

佐
世
の
よ
う
な
位
置
を
与
え
よ
う
と
い
う
意
識
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。



お
わ
り
に

基
経
邸
文
事
及
び
参
集
す
る
詩
人
に
つ
い
て
論
じ
た
。
基
経
邸
文
事
の
存

在
は
、
そ
の
好
文
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
参
集
す
る
詩
人
の
中
心
と

な

っ
て
い
る
の
は
、
近
臣

。
近
習
で
あ
り
、
基
経
を

「
主
」
と
す
る
詩
人
で

あ

っ
た
。
そ
う
し
た
関
係
に
な
く
と
も
、
基
経
に
庇
護
を
願
う
詩
人
が
参
集

し
て
い
た
。
い
わ
ば
、
摂
関
で
あ
る
基
経
を
頂
点
と
し
て
そ
の
恩
沢
を
受
け

る
た
め
に
詩
人
た
ち
は
集
ま

っ
た
と
い
え
よ
う
。
摂
関
と
い
う
地
位
と
漢
詩

文
の
結
び

つ
き
が
看
取
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
基
経
以
後
の
摂
関
家
と
漢
詩
文

の
関
係
に
つ
い
て
も
、
そ
の
構
成
原
理
、
主
催
者
の
意
図
な
ど
、
さ
ら
に
検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注（１
）

後
藤
昭
雄

「摂
関
家
の
詩
人
た
ち
」
「
平
安
朝
文
人
志
』
吉
川
弘
文
館

・

平
成
五
年
、
昭
和
六
十
三
年
初
出
）。

（２
）

後
藤
は
同
論
文
で
基
経
の
詩
作
は
現
存
し
な
い
と
い
う
が
、
次
の
詩
の
存

在
が
知
ら
れ
る
。
「酔
望
西
山
仙
賀
遠
　
微
臣
涙
落
旧
恩
衣

〈内
宴
、
昭
宣

公
と

（『江
談
抄
』
巻
四

・
２９
）０

（３
）

今
浜
通
隆

「仁
和
元
年
二
月
二
十
五
日
基
経
邸
読
書
始
に
つ
い
て

（上
）

―
平
安
文
学
と

『世
説
』
其
三
―
」
（武
蔵
野
文
学
２

・
平
成
五
年
二
月
）。

（４
）

『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
七
年
四
月
条
に

「廿

一
日
丁
巳
。
…
従
五
位
上

行
美
濃
介
嶋
田
朝
臣
忠
臣
権
行
二玄
蕃
頭
事
こ

と
あ
る
。
忠
臣
は
こ
れ
以
前

に
美
濃
介
で
あ
っ
た
。
忠
臣

「拝
美
濃
之
後
、
蒙
菅
侍
郎
見
視
喜
進
兼
賀
州

詩
草
依
本
韻
継
和
之
」
「
田
氏
家
集
』
巻
中

。
１０３
）
は
ヽ
道
真

「喜
被
追
兼

賀
州
外
刺
史
」
「
菅
家
文
草
』
巻
二

・
１００
）
へ
の
和
詩
だ
が
、
道
真
詩
に
い

う
加
賀
権
守
兼
任
は
、
前
述
の
如
く
元
慶
七
年
正
月
十

一
日
。
忠
臣
詩
の
第

七
句
に

「除
書
同
日
到
」
と
あ
っ
て
、
道
真
の
任
加
賀
権
守
と
忠
臣
の
任
美

濃
介
の
辞
令
は
同
日
に
届
い
て
い
る
。
忠
臣
も
こ
の
時
美
濃
介
に
任
じ
ら
れ

た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（５
）

『漢
書
』
公
孫
弘
伝

「数
年
至
二
宰
相
一封
レ
侯
。
於
レ
是
起
二客
館
ヽ
開
二東

閣
・以
延
二賢
人
「
与
参
二謀
議
こ

に
は

「東
閣
」
と
し
て
見
え
る
。
な
お
、

「東
閣
」
に
付
す
顔
師
古
注
で
は

「閤
者
、
小
門
也
。
東
向
開
レ之
。
避
レ当
二

庭
門
・而
引
二賓
客
ヽ
以
別
二於
嫁
史
官
属
一也
」
と
あ
る
。
顔
師
古
の
依
拠
し

た
漢
書
で
は

「東
閤
」
と
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お

『芸
文
類
衆
』
に
も
引
用

さ
れ
る
が

「東
閤
」
に
作
る
。

（６
）

金
原
理

「嶋
田
忠
臣
博
考
」
翁
平
安
朝
漢
詩
文
の
研
究
』
九
州
大
学
出
版

会

・
昭
和
五
十
六
年
、
昭
和
四
十
年
初
出
）
は
、
こ
の

「藤
進
士
」
及
び

『
田
氏
家
集
』
に
見
え
る

「藤
進
士
」
を
基
経
弟
弘
経
と
す
る
が
根
拠
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。
弘
経
は
卒
伝
等
に
も

「進
士
」
＝
文
章
生
と
な
っ
た
形
跡

は

な

い
。

（７
）

大
系
注
は
藤
原
滋
実
を
当
て
る
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
、
後
藤
昭
雄

「藤
原

佐
世
」
「
平
安
朝
漢
文
学
論
考
　
補
訂
版
』
勉
誠
出
版

・
平
成
十
七
年
、
昭

和
五
十
四
年
初
出
）
参
照
。

（８
）

蔵
中
ス
ミ

「島
田
忠
臣
年
譜
覚
え
書
」
翁
田
氏
家
集
注
　
巻
之
上
』
和
泉

書
院

。
平
成
二
年
）、
本
間
洋

一
「院
政
期
の
漢
詩
世
界
序
説

（
こ

―

『本
朝
無
題
詩
』
の
時
代

へ
―
」
（同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
５４
‐

１

・
平
成
十
五
年
十
二
月
）。

（９
）

同
時
期
、
他
の

「東
閤
」
が
見
え
る
。
「東
閤
含
将
真
咳
唾
、
北
浜
売
与

偽
珍
魂
。
三
条
印
綬
依
レ
恩
侃
、
九
首
詩
篇
奉
レ勅
裁

〈来
章
日
、
蒼
蠅
旧
讃

元
台
弁
、
自
体
新
詩
大
使
裁
。
注
云
、
近
来
有
レ
聞
。
表
順
云
、
礼
部
侍
郎
、

得
二白
氏
之
体
「
余
読
二此
二
句
ヽ
感
二上
旬
之
不
レ
欺
、
兼
下
文
之
多
，
詐
。

訓
和
之
次
、
柳
述
二
本
情
「
…
と

（『菅
家
文
草
』
巻
二

。
１１９

（２
）
「余
近

叙
詩
情
怨

一
篇
呈
菅
十

一
著
作
郎
長
句
二
首
偶
然
見
訓
更
依
本
韻
重
答
以



謝
し

に
見
え
る

「東
閤
」
も
公
孫
弘
の
故
事
に
基
づ
く
が
、
こ
の
詩
が
１１８

「詩
情
怨
」
に
対
す
る
菅
野
惟
肖
へ
唱
酬
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の

聯
は
、
自
注
に
引
用
す
る
惟
肖
の
詩
の

「蒼
蠅
旧
讃
元
台
弁
、
自
体
新
詩
大

使
裁
」
に
対
応
し
、
さ
ら
に
惟
肖
の
こ
の
聯
は
、
道
真

「詩
情
怨
」
の

「鴻

臆
館
裏
失
二
騒
珠
ヽ
卿
相
門
前
歌
二
白
雪
こ

に
対
応
す
る
。
従

っ
て
こ
の

「東
閤
」
は
、
「詩
情
怨
」
に
お
け
る

「卿
相
門
前
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ

る
。
「卿
相
門
前
歌
二
白
雪
こ

が
、
道
真
作
か
と
疑
わ
れ
た
藤
納
言
を
誹
る

詩
を
指
す
こ
と
か
ら
も
、
‐１９

（２
）
の

「東
閤
」
は
基
経
邸
の
書
斎
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
都
良
香

「陪
左
丞
相
東
閣
聴
源

皇
子
初
学
周
易
」
「
本
朝
文
粋
』
巻
九

。
２５５
）
に
、
左
大
臣
の
東
閤
の
存
在

が
知
ら
れ
る
。
こ
の
詩
序
は
冒
頭
に

「活
灘
」
と
あ
る
が
、
柿
村
重
松

『本

朝
文
粋
注
釈
』
（冨
山
房

。
大
正
十

一
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
太
歳
が

申
に
在
る
歳
を
い
い
、
貞
観
十
八
年
に
当
た
る
。
同
年
の
左
大
臣
は
源
融
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
基
経
は
左
大
臣
に
な
っ
て
い
な
い
。

（１０
）

後
藤

「藤
原
佐
世
」
（前
掲
）。

（１１
）

爾
永
貞
三

「仁
和
二
年
の
内
宴
」
（
日
本
古
代
の
政
治
と
資
料
』
高
科
書

店

。
昭
和
六
十
三
年
、
昭
和
三
十
七
年
初
出
）。

（‐２
）

『円
珍
和
尚
伝
』
、
後
藤

「藤
原
佐
世
」
（前
掲
）。

（‐３
）

金
原

「嶋
田
忠
臣
博
考
」
（前
掲
）。
な
お
金
原
は
二
人
の
関
係
を

「主
人

と
そ
の
近
習
と
い
う
関
係
を
越
え
た
人
間
的
な
暖
か
い
つ
な
が
り
を
感
ず

る
」
と
評
す
る
が
、
「主
人
と
そ
の
近
習
と
い
う
関
係
」
を
低
く
見
す
ぎ
る

こ
と
に
は
疑
間
を
感
ず
る
。

（‐４
）

後
藤

「摂
関
家
の
詩
人
た
ち
」
（前
掲
）。

（‐５
）

後
藤
昭
雄

「
「文
人
相
軽
Ｌ

（『平
安
朝
漢
文
学
論
考
　
補
訂
版
』
前
掲
、

昭
和
四
十
八
年
初
出
）。

（‐６
）

「列
子
日
、
海
上
之
人
好
レ鴎
者
、
毎
旦
之
二
海
上
ヽ
従
二
鴎
鳥
一遊
。
鴎
鳥

之
至
者
、
百
数
而
不
レ止
。
其
父
日
、
吾
間
二鴎
鳥
皆
従
レ汝
好
“
取
来
我
玩
レ

之
。
明
日
之
海
、
鴎
鳥
舞
而
不
レ下
」
「
芸
文
類
衆
』
鴎
）。
な
お

『列
子
』

で
は

「鴎
」
を

「湛
」
に
作
る
。

（‐７
）

今
浜
通
隆
前
掲
論
文
。

（‐８
）

初
唐
酪
賓
王

「帝
京
篇
」
に

「汲
暑
薪
途
積
、
孫
弘
閣
未
レ
開
」
と
あ
る

が
、
自
ら
の
不
遇
を
い
う
の
に

「孫
弘
閣
」
（
＝
東
閤
）
が
ま
だ
開
か
れ
な

い
と
詠
む
。
東
閤
に
行
け
ば
、
不
遇
か
ら
脱
せ
る
と
い
う
前
提
が
あ
ろ
う
。

唐
詩
に
は
同
様
な
例
が
他
に
も
見
え
、
東
閤
は
庇
護
を
願
う
場
で
も
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
中
に
述
べ
た
詩
人
の
意
識
も
、
こ
う
し
た
唐
詩
の
例

と
近
似
す
る
。

（‐９
）

莞
伝
の
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
後
藤
昭
雄

「本
朝
文
粋
抄
③
　
右
大
臣

に
奉
る
書
」
（
ア
ジ
ア
遊
学
５０

。
平
成
十
五
年
四
月
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（２０
）

後
藤

「摂
関
家
の
詩
人
た
ち
」
（前
掲
）。

（２‐
）

こ
の
前
に
排
列
さ
れ
る
３６

「九
日
侍
宴
賦
菊
暖
花
未
開
応
制
」
が
、
貞
観

二
年
九
月
九
日
重
陽
宴
で
の
作

（『
日
本
三
代
実
録
し

で
、
４０

「七
年
歳
旦

立
春
」
が
貞
観
七
年
の
作
な
の
で
、
３７
詩
の
制
作
年
次
は
貞
観
三
年
～
貞
観

六
年
と
な
る
。

（２２
）

「枝
中
丞
」
＝
大
江
音
人
で
あ
る
か
ら
、
貞
観
元
年
～
貞
観
四
年
ま
で
の

間
。
な
お
後
藤

「摂
関
家
の
詩
人
た
ち
」
（前
掲
）
参
照
。

（２３
）

「冬
日
可
愛
」
は
、
『春
秋
左
氏
伝
』
文
公
七
年
に
よ
る
が
、
晉
の
趙
衰
の

穏
和
な
性
格
を
喩
え
る
。

（２４
）

拙
稿

「「風
月
」
考
―
公
宴
詩
会
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
―
」
釜
田文
６６

・

平
成
八
年
七
月
）、
「宇
多
朝
の
文
壇
」
（奈
良
大
学
紀
要
３０

．
平
成
十
四
年

二
月
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（２５
）

宮
廷
詩
宴
と
同
じ
構
造
を
持
つ
と
は
い
っ
て
も
、
基
経
が
自
分
を
天
皇
に

比
し
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
桑
原
朝
子

「詩
人
に
よ
る
政
治
―

菅
原
道
真
の
構
想
」
「
平
安
朝
の
漢
詩
と

「法
」

文
人
貴
族
の
貴
族
制
構

想
の
成
立
と
挫
折
』
東
京
大
学
出
版
会

・
平
成
十
七
年
）
は
、
基
経
が
詩
宴

を
開
い
た
意
図
を
、
天
皇
が
主
催
す
る
内
宴

。
重
陽
宴
と
同
じ
構
造
で
、
君

主
の
部
分
に
自
分
を
置
き
換
え
た
も
の
を
創
出
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
か
と



い
う
。
こ
の
指
摘
自
体
は
首
肯
し
得
る
が
、
基
経
邸
で
の
道
真
の
詩
を
取
り

上
げ

（『菅
家
文
草
』
巻

一
。
６７
）、
道
真
は
基
経
を

「
（天
皇
を
）
輔
佐
す

る
に
過
ぎ
な
い
存
在
」
と
位
置
付
け
て
お
り
、
基
経
の

「意
図
に
沿
う
詩
を

詠
ん
で
い
な
い
」
と
論
じ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
桑
原
は
、
基
経
が
自

ら
を
天
皇
に
比
し
た
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
基
経
に
は
そ
の

よ
う
な
意
図
は
な
か
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
桑
原
は
、

道
真
が
基
経
の
こ
と
を

「輔
佐
す
る
に
過
ぎ
な
い
存
在
」
と
詠
ん
で
い
る
と

述
べ
る
が
、
「過
ぎ
な
い
」
と
い
う
評
価
は
果
た
し
て
詩
の
ど
の
部
分
か
ら

読
み
取
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「輔
佐
す
る
の
に
相
応
し
い
」
と
詠
ん
で
い

る
と
の
解
釈
も
当
然
可
能
で
あ
り
、
本
文
中
に
概
観
し
た
よ
う
に
基
経
に
庇

護
を
願
う
道
真
の
詩
文
を
見
て
く
れ
ば
、
基
経
に
対
し
て
輔
佐
に
し
か

「過

ぎ
な
い
」
と
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。
道

真
が
、
基
経
自
身
を
天
子
の
優
れ
た
補
佐
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
は
、

そ
れ
こ
そ
が
基
経
の
意
図
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（２６
）

な
お
藤
原
克
己
は
、
こ
の
内
宴
に
つ
い
て

「
そ
の
内
宴
は
道
真
に
対
す
る

送
別
の
宴
も
兼
ね
て
い
て
、
そ
の
こ
と
じ
た
い
破
格
の
待
遇
だ
っ
た
」
令
讃

岐
守
時
代
」
『菅
原
道
真
　
詩
人
の
運
命
』
ウ
エ
ッ
ジ

・
平
成
十
四
年
）
と

い
う
が
、
こ
の
内
宴
が
道
真
の
送
別
宴
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
資

料
は
な
い
。
公
事
で
あ
る
内
宴
が
個
人
の
送
別
宴
を
兼
ね
る
こ
と
が
あ
り
得

る
の
か
疑
間
が
残
る
。

（２７
）

桑
原
朝
子
は
前
掲
論
文
注
１５８
で

「詩
人
と
し
て
の
強
い
自
覚
を
持
つ
者
の

中
に
、
摂
関
家
に
取
り
入
る
こ
と
で
自
ら
の
昇
進
を
図
っ
た
者
は
存
在
し
な

い
」
と
い
い
、
忠
臣

・
良
臣
兄
弟
が

「藤
原
基
経
と
相
当
近
い
関
係
に
あ
っ

た
が
、
共
に
官
位
は

一
生
あ
ま
り
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
人
的
繋
が
り
を
利
用

し
て
官
人
と
し
て
の
利
益
を
得
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
」
と
い
う
。
忠
臣
ら

が
昇
進
し
な
か
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
彼
ら
が
摂
関
家
に
取
り
入
っ
て
い
な

い
と
論
じ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
基
経
の
立
場
と
庇
護
を
願
う
詩
人

た
ち
の
立
場
と
を
混
同
し
て
い
る
。
官
位
が

一
生
上
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、

忠
臣
ら
が

「人
的
繋
が
り
を
利
用
し
な
か
っ
た
」
か
ら
で
は
な
く
、
基
経
側

に
そ
の
意
志
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「人
的
繋
が
り
を
利
用
」
す
れ
ば
、

必
ず

「官
人
と
し
て
の
利
益
」
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
。

（２８
）

藤
原

「讃
岐
守
時
代
」
（前
掲
）。

―
奈
良
大
学
文
学
部
助
教
授
―


